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10人のピアニストが2台のグランドピアノを駆使し

最大6名 12手連弾のグランドピアノオーケストラの

河″″話戸新聞松方ホ司レ
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とは ビアノの黒擢と白援を意味し、全ての人々が互いの個性や違いを超えて「百環」を楽しもうとする願いを込めて、

ポールマッカートニー氏が楽曲を製作し全世界の人々に受け入れられてきました。この意思に夫哺し、

アーティストたち自身が地域の全てのひとたちに,分け隔てなく言票を案しd機 会を提供していきたしヽと考え実施する自主的なイベントです。
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大傾百葉大学言葉学部離葉T4

ビアフ科車業

4便 より速醸―ほ氏に師軍

アダム ビツロフスキー氏

アンドレ ビクル度 マイAル トフリンツ巨

来日時に負議する 年養演交会出京

H15,9月 声要と0ショイントJンサート閣に

H10年 12月 チャリティコン,一 卜」濠

(困目市Vlヒ振興口 西冨家宮ま員会後援)

H18年 2月 モーツアル トツ ロン戸E

コンサート出演

小 笠 原 順 子
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大幅= 術 大草済奏学t F 4 軍草

0京0イ章子京■工れ首■巨ビ,ノ潟軍■研究=ほ7

0ヘ ッセ‐ブコフスカこに師=
ウィーンにてAイ エンナー氏に師百

年輌 Uし A百 豪コンクール算3位

=6回 PIハ JaDanビアフコンクールこ■賞■
ルーマ=ア tて卜,ルクとレン]目 =交 口奏国

定閣潟貢=に旧層さ“英貫● 3出てオーケストラ
とつ■,ツ コⅢサイタ!=Ⅲ 車と輌●くる旨

現1 盲ヽ豪にも,幅 的に叡,組 ″ Og■ に

は現代作島tよるウサイタルて軍G4回 支t

'言 商章事加

大ほ言朽大学チ常動寓師

日本涙=連 留全ヨ

日本ビアンコ言こ盟会長

桐研学日大学言葉学部年業
エコール クルマル言葉院の演要家貫指を
■年で取得し車業

その後 ′ヽリロ立百桑院教授ビエール
サンカン民の承陶を受け フランス国内
外にて活動する
1981年 大臨 毎日ホールに於いて
テピユーリサイタ,レ
iO●●年秋 J和 摩氏指揮
大ほフィルA― モニー交雪楽団と協濠
この成果により大傾市制定
第 1回 「いくや この花資Jを受賞
全日本学生言票コンクール憲富員
NPO法 人 アーティストアライアンス
アクティビティ代表
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パウエコール クルマル言葉幌め浸発寄

ティフロムを握医秀そ敏得 情別費受贅

FTllAビ テクコンベティンョン章策

破日言葉コンクール雷査民翌巾賀

ユーロレ光 ンロFビテンコンクール内ove奮

大傾シンフォニカー ヤナーチェクフィル

ソフィア視景オークストラ

ブ カレッジォベラ′ヽウス雷密茶団と協演

ツ0リサイタル アンサンカ レ専出濃多IIr

馬爆断手氏に師事

大阪首楽大学言師
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真E県 ユ長国扇41車業後ロシアに遠り

モスクワロ立首秦院 ビアツ科及 び向

大学院を苺業

国際ホロヴィッツヨ怠ピアクコンクール

第3に 入資

在学中 よリロシア吾地 ウク,イ ナ

イスラエル 日本でリサイクルを閣催する

こ■ ま で にキ 本 致 子 中 畠 和 彦

〔=リヒテル S‐トレンス■― N‐方,リー□,7
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現在 天ほ盲奈大学て窪進の指導に当たる

ほか 京 都市立芸 術大学 で0シ アの

ビテ=ズ とに関する調転を行つている
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京都市立喜術大亭 ボーラント園立言客

大学リ ノ師q44卒 業

中西淑手 森Ⅲ和〒 日隅崎子

」ストツベル Aマ クシモフの各氏に旬=

現在はツリストとして またアンサンブル

ビアニス トとして国内tlの 第一 線の

アーティストどの共演告 その定跡 まアツア

喜ロ ドイツ 京―ラントと富地宮所に技J

学校や病院などへの話間演真も行しヽ

言票を層ける着銃に稿極的に育加している

神F■ 喬末■ 円EE瞬 六争3ヨ,■勧既師
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堀川百案高張卒業雀 涯型

ミュンヘンEE立富票大学■革

ミュンヘンロ立富東大学大学院 〔宮術涙案家

クラス]ティフDム黄を得て=草 クラ,ス ツルテ

ミヒャエルシ=―ファー宮致寝に衝事
PINAビ ティテビアクコンクール全日本穴=耳 it

03年 ララマニタラ国坪ビアフコンクール入賞
束ラ フロ賦  9,■呼ツにてビアメリケイタ,

原国仁 大阪センチユリー交撃楽 回

ワルン●ワ国立フィルA― モニー コン

ツートマスターと共涼他 リサイ,ル

オーケストラ共京 宮内業共浸等多数

ミュツヘツ自立言斉大ヨ主こ家授の通訳

社□右人 クラフ側西ビア=ス ト

数 4・・

2007年 2003年 ヤングビアニスト

コンサート登奮

2000年 ビティナ ビアクコン テヽィション

B4■にて本選第 1位 全国大会ヘスト策

つ000年 ビティナ L ノ コン テ`ィション

C級 にて本選優末質

2600～ 2010年 ショバン国際ビアタ

コンクール nAS A地 区大全饗賃

全国大会録賞 テジア大会入賞

フ侵よ0京 語文実先生に師事
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2000年 生まれの 10歳

0歳 よリビ7ノ を蜂め

6授 より手薄文東先生に師 唇

ビティナコンヘティション ショ′ミンコン

クール n A S A特 にま加

全国大会にも出濠

大好 さな ビアクをたくさんの人 と に

感いて言んて頂ける窮 現在 ヨにnわ て

勉強中です

長 戸 か お り . i ! = _

4歳 よ,ビ アクをはめる

第7回 PIA uAPANビ アクコンクール
Ett「局=選 入選

第 10回 日本 ビアノ数 百連 盟 ビアフ

オーテイション奨D資 受資

第7回 大阪国際コンクールビアタ部P,

シュ=ア コースファイナル入還

2000年 いす)ホ ールに於いて算御 回
ヤマA事 のコンチェルトこ出演

モーツアルトL/ノ ほ奏由第20言 を演ま
来る10月 24日 トーンセンターに於いて

身50口 OMOジ ュニア]ンサートに出演予定

力]秘く"子 氏に師事

現在 フール学院高専学確 年生

12す よリマントリンを始め理学 tて に得

ie7a年 =日 本マントリン独湊コンク
ール第 lt

ie80年 NHk淳 奈オーディション合格

1984年 日末涙豪家連盟賠臨涙案会に出湊

テレビ ラジオ挙にも多tlr出病し な奏以外にヽ カンツチーネ

日本歌国手の伴委者 として着控 している

表現力留わ`てダイナミックな湊霊 と これまでのマントリン

という葉撃のイメージを覆す0の で まさに日本を代まする

lt l r少ないフロフェッショナル マントリニストの一人である

また 雀進の指導 にも力をといている

神戸言楽ヨ協全会民
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